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シュウ酸カルシウム結石

動物病院を受診する猫
でFLUTDが報告される
割合（%）1

3〜5 
%

HOT TOPIC

猫における栄養と尿路の健康

猫下部尿路疾患（FLUTD）の病因には複数の
因子が関与しています。食事は本疾患の総
合的な管理の一部として、重要な役割を果た
しています。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 FLUTDとは何ですか？

FLUTDを発症する原因は何ですか？

FLUTDは膀胱、尿管および尿道に関連する一連の疾患を
指し、排尿困難、血尿、トイレ以外の場所での排尿といっ
た、類似した臨床徴候が認められます。FLUTDの発生率
は猫集団の1%未満ですが、動物病院を受診する猫の3%
〜5％にFLUTDが報告されています1。FLUTDで一般的な
疾患は特発性膀胱炎（症例の55%〜65%）および尿石症

（尿路結石および結晶）で、いずれも再発の可能性があり
ます1。猫の尿路結石で最も多いのは、ストルバイトとシュ
ウ酸カルシウムです2。

FLUTDの根底にある病因は不明ですが、ストレス、飲水
量の減少（尿が濃縮される、または排尿回数が減る）、過
体重、活動性の減少、狭い場所で飼育する、などのさま
ざまな要因で臨床徴候が悪化します3。

スーパーで売られているブランドのペットフードなど、特
定のキャットフードがリスク因子となり得ると思われがち
ですが、特定のキャットフードとFLUTDとを結びつけるエ
ビデンスは得られていません。本疾患にはさまざまな要
因が関与していますので、単にこれらのペットフードを利
用している猫の数が多いという理由だけで、FLUTDを発
症した猫集団において特定のキャットフードやブランドが
過剰に目立って見えるかもしれません。
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RE/CRCE/JP

ピュリナは療法食を配合する際にRSS（relative super-
saturation、相対過飽和）技術を採用しています。
ピュリナの科学者は、尿路結石形成リスクの指標であるRSS
値を用いて食事の効果を評価しています。

過飽和
（不安定）

新たな結晶や結石が形成され、 
既存の結晶や結石は成長

飽和
（準安定）

新たな結晶は形成されない、 
既存の結晶や結石は成長する可能性がある

不飽和
（安定）

新たな結晶は形成されない、 
既存の結晶や結石は溶解する

結晶濃度と結石形成の関係
［Bartges, J. W., Kirk, C., & Lane, I. F. (2004)から転載。Update: Management of calcium oxalate 

uroliths in dogs and cats. Veterinary Clinics of North America: Small Animal Practice, 34, 969-987.］

尿中結晶濃度の増加

飲水量を増加させる方法

	■ さまざまな給水方法を提供する（例：静置、流水、容器を換え
る）3,6。

	■ 多頭飼育では水を求めて競争するリスクを減らすため、複数の
飲水容器を設置する3,6。

	■ ピュリナの研究では、特別に処方された栄養素を強化して風味
付けした経口補水サプリメントにより総水分摂取量が増加する
ことが示されている7-11。

栄養は尿路の健康やFLUTDの管理にどのよ
うに役立ちますか？

その他、FLUTD管理に推奨されること

健康な室内飼育猫では、尿pHのバランスを調整することで尿
路の健康をサポートするよう処方された食事が有用かもしれま
せん。ほとんどの健康な猫は、ドライフードを食べ、自由に飲
水できる条件下では、適切な水分量を維持するのに十分な水
を摂取します。しかし、FLUTDに罹患しやすい猫では飲水量を
増加させると有益な場合があります4,5。

	■ 過体重になるリスクを最小限に抑えるため、理想的なボディ
コンディションを維持します（ピュリナ ボディコンディション 
スコア システムを用いてモニター）。

	■ 1日分の食事を複数回に分けて少量ずつ与えると、食後の
血中pH上昇（食事後の「尿アルカリ化」）の程度が和らぐた
め、尿pHを最適な範囲内に維持するのに役立ちます13。

	■ 室内飼育猫ではパズルフィーダーを利用すると活動性が高
まり、精神的な刺激が加わりストレスが低減されます6。

尿路疾患療法食は特発性膀胱炎、ストルバイト結石、シュウ酸
カルシウム結石の再発リスクの管理および低減に以下のように
役立ちます。

	■ 飲水量や尿量を増やすことで、より希釈された尿の産生を
促します。希釈された尿は、尿路結石を形成するミネラル
や膀胱の内側を刺激する物質の濃度が低くなります。尿量
が増えると排尿回数も増えるため、ミネラルや刺激物質をよ
り速やかに排出できます3,4。

	■ ウェットタイプの療法食は水分含量が多いため、総水分
摂取量の増加に役立ちます4。

	■ ドライタイプの療法食（ドライタイプの食感を好む猫用）
には自発的飲水の増加を助けるため、塩分含量が高く
なっている場合があります2。

	■ タンパク質含量が多い食事も飲水量を増加させる可能
性があります12。

	■ 尿pHを基準値の6.0〜6.4に維持すると、ストルバイト尿路
結石の形成を防ぎ既存の結石が溶解します。尿中のミネラ
ル含量とは無関係に、尿pHが基準値の範囲内であればス
トルバイト尿路結石は形成されにくくなります4。

	■ シュウ酸カルシウム尿路結石の形成を阻害する物質（マグネ
シウムなど）を含め、食事に含まれるミネラルや他の栄養
素の最適なバランスを確保することで、シュウ酸カルシウム
尿路結石の再発リスクを低減することができます4。
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